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令和5年度の 

研究の実際 

○ 研究主題 

考えを深め・広げ・課題解決につなぐ教科等の取組 

 

○ 研究のねらい 

「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業改善を行うことで、学校

教育における質の高い学びを実現し、資質・能力を身に付け、生涯にわたっ

て能動的（アクティブ）に学び続けようとする子どもの育成を目指す。 

 

○ 取組の概要 

 （１）考えを深め、広げる学びを具体化する工夫  

 【課題設定場面での工夫】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【展開場面での工夫】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年生の道徳科では、Forms で事前

アンケートを行い、児童の実態から道徳

的価値への方向付けを行った。 

２年生の道徳科では、教材の挿絵を

テレビで確認し、登場人物の心情につ

いて考えをもてるようにした。 

５年生の算数科では、GIGA 端末や

図形の切り貼り等、多様な方法で考え、

試行錯誤しながら自分の考えをしっか

りともてるようにした。 

６年生の算数科では、全体での発表

の前に少人数での話合いを行い、自分

の考えを友達と比較・検討できるよう

にした。 



 【終末場面での工夫】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）学びの土台となる対話力の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和5年度の 

成果と課題 

〇 成果 

 ・ 自分の考えをもち、それを友達と比較・検討できるようにしたり、それぞ

れの学習場面で ICTを効果的に活用したりすることで、問題解決に向か

って主体的に取り組む児童の姿が多く見られるようになってきた。 

● 課題と次年度にむけて 

 ・ 児童の「聞くスキル」「話すスキル」を向上させる取組を日常的に行うと

ともに、話合い活動をコーディネートする教師の力を高める必要がある。 

 ・ 今年度の実践をもとに、他教科等へと汎用させた実践研究を行う。 

 

全学級に「聞くスキル」「話すスキル」を掲示し、計画的・継続的に指導していった。 

１年生の国語科では、読み取った内

容をイメージできるように、動画を見せ

たり、動作化させたりすることで、理解

が深まるようにした。 

４年生の国語科では、それぞれの話

合いの役割（司会・書記等）で振り返っ

たことを全体で発表し、児童が向上的

変容を自覚できるようにした。 


